
環境経営レポート（２０２３年度）

［活動期間：２０２３年８月～２０２４年７月］

株式会社

　

大塚製作所

　

代表取締役

　

根岸

　

貴史



圏事業活動の概要

（１）事業社名および代表者名

　　

株式会社大塚製作所

　　

代表取締役

　

根岸

　

貴史

（２） 所在地

　　

茨城県水戸市谷津町細田１－６４

（３） 環境管理責任者名及び連絡先

　　

環境管理責任者名：友部寛之

　　

連絡先 ＴＥＬ ０２９‐２５１‐４５６７

ＦＡＸ ０２９‐２５２－４８００

ｅ－ｍａｉｌ

　

ｔｏｍｏｂｅ＠ｏｈｔｈｕｋａ．ｃｏ．ｊｐ

（４） 事業内容

　　

機械工具製造業

　　

本社、 全組織、 治工具・省力化機械の設計製作 精密機械加工

（５） 事業の規模

　　

従業員

　　

：４「名 （２０２４年８月１日現在）

　　

延べ床面積：２５００甫

（６） 認証・登録範囲

　　

本社～

　

全組織、 治工具および省力化機械の設計製作、 精密機械加工

２



環

　

境

　

経

　

営

　

方

　

針

大塚製作所の主たる事業は機械工具製造業 （治工具・省力化機械の設計製
作） 及び精密機械加工を行っております。

　　

当社の企業理念である 「お客様に愛される工具工場」 を目指し、 環境へ種々の影

　

響を与えていることを自覚し、 全員で環境問題について勉強します。 更にエゴアク

　

ション２１環境経営システムを構築・運軍用することにより、 安心安全な環境への取

　

組みを自主的・積極的に進めて行きます。

環境への取組みを進めるため、 以下の事項について取り組んでいきます。

１‐ 当社が守らなければならない環境関連法規や条例等を明らかにし、 これを遵守

　

（じゅん しゆ） します。

２． 環境改善のために環境目標を定め定期的に見直し、 継続的な環境負荷の低減を経

　

営における課題とチャンス、 ならびに以下に示す環境負荷の低減に取組みます。

３． 事業活動に伴う環境影響を低減するため、 以下の活動を実施します。

　

１） 地球温暖化防止のため、 エネルギーの使用量を低減し、 二酸化炭素の削減に取

　　

組みます。

　　

特に、 全従業員が参加することができる電気・石油の軽減に努めます。

　

２） 廃棄物の発生を減らし、 発生した廃棄物の再利用及びリサイクルに取組みます。

　

３） 水の使用を節約します。

　

４） 環境経営マネジメントシステムの継続的な改善を実施します。

４． 全従業員に、 この環境方針を周知させます。

作成日：２０１９年８月

　

１日

改定日：２０２４年３月 ２１日

株式会社大塚製作所
代表取締役 根岸

　

貴史

３



■環境経営目標と環境経営活動計画 （別表①）

２０２３年度（２０２３年８月～２０２４年７月）

環境目標

環境経営目標と環境経営活動計画

内

　

容 担当者 活動計画
基準年度

２０１８年度

実績値

目標値

今年度

２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度

昨年度

２０２２年度

目標 目標 目標 目標

１）地球温暖化防止
のため、エネルギー
の使用を低減し、二
酸化炭素の削減に取
組みます。
特に、電気・灯油の
軽減に努めます。

ｌｏｌ

電気使用量の削減
（ｋｗｈ）

［基準年度からの削減率］

環境管理
担当者

友部

節電シールの確

　

認

休憩時間の節電

４７２，９７６ ４４９，５１６

２０２２年度よ
リエ％削減

４６３，５１６

２％削減

４５８，７８７

３％削減

４５４，０５７

新基準値

１０２
ガソリン使用量の削減
（Ｌ）

［基準年度からの削減率］

　　

〃 効率的なルート

　

で移動

アイドリングストツ
プ等、運転方法

　

の配慮

８，５４８

　

８，１２４

２０２２年度よ
り１％削減

Ｓ，３７７

２％削減

Ｓ，２９２

３％削減

８，２０６

新基準値

１０３

軽油使用量の削減
（い

［基準年度からの削減率］

　　

″

８，３６０

　

７，９４５

２０２２年度よ
り１％削減

Ｓ，１９３

２％削減

Ｓ，１０９

３％削減

Ｓ，０２６

新基準値

１０４

灯油使用量の削減
（Ｌ）

［基準年度からの削減率］

　　

″

休憩時間は消火

　　

する

送風機で有効的

　

に暖める

３６４

　

３６０

２０２２年度よ
り１％削減

　

３５７

２％削減

　

３５３

３％削減

　

３４９

新基準値

１０５
二酸化炭素排出量削減
（ｋｇ－Ｃ０２）

［基準年度からの削減率］

　　

〃

１０１～１０５による ２８エ，５４５ ２６７，５ＳＯ

２０２２年度よ
り１％削減

２７５，９１４

２％削減

２７３，０９９

３％削減

２７０，２８３

新基準値

２）廃棄物の発生を減
らし、発生した廃棄物
の再利用及びリサイ
クルに取組みます。

２０１

産業廃棄物の削減
（Ｌ）

［基準年度からの削減率］

　

〃
分別と発生した
廃棄物の再利用
及びリサイクル

２，８００ ２，６６１

１％削減

２，７４４

２％削減

２，７１６

３％削減

２，６ＳＳ

新基準値

３）水の使用を節約し
ます。

３０１

水使用量の削減
（ｍ３）

［基準年度からの削減率］

　　

″
手洗い時、水を
出したままにしな

　　

し、

５７９

　

５５０

２０２２年度よ
り１％削減

　

５６７

２％削減

　

５６２

３％削減

　

５５６

新基準値

４）注残に対する売上
達成率。

４０１

高効率生産、作業者の
技術の蓄積
［毎月変動］

　　

″
常に勉強し、向
上心を持つ

とする。
（注２）購入電力の排出係数は、０．５０５（（ｋｇ－Ｃ０２／ｋｗｈ：東電２０１８年度）とした。
（注３）化学物質の使用は無し。

４



■環境経営目標の実績、環境経営活動計画の取組結果とその評価（別表③）

２０２３年度（２０２３年８月～２０２４年７月）

　　

環境方針

１）地球温暖化防止の
ため、エネルギーの使
用を低減し、二酸化炭
素の削減に取組みま
す。
特に、電気・灯油の軽
減に努めます。

　　　　　　　

環境経営目標の実績 環境経営活動計画

　　　　　　　　　

基準年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　

今年度

　　　　　　　　　　　

次年度

　　　

内

　

容

　　　　　

２０２２年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０２３年度

　　　　　　　　　　　

２０２４年度

　　　　　　　　　　　　　

目標

ｌｏｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌｏｌ①

　　　　　　　　　　　　　

１０１①

電気使用量の削減

　　　

４５４，０５７

　　

４４９，５１６

　　

４０９，０１４

　

未使用時の電気消灯の 会議などによる意識
（ｋｗｈ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

徹底

　　　　　　　　　　　

ｍ 付け、再確認

　

澱［耽」◆爪蜘枯

　　　　　　　　　　　　　　　　

１１ｏＩ②

　　　　　　　　

ー

　

也
，ｍ凪

中
平十反がりリ荊似

　　　　　　

１％削減

　　

１１０％

　

冷暖房器具のほかに送

　　　　

藻茎宝シールｍ亦雨〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１風機等を使用する

　　

１

　　　

即暇′

　

″“久人

１０２
ガソリン使用量の削減
（Ｌ）

［基準年度からの削減
率］

８２ｏ６１二日 懲罰④ 聯
１０３
軽油使用量の削減
（い

［基準年度からの削減
率］

８ｏ２一二；ー日陰墨－
ｆ⑤際

１０４
灯油使用量の削減
（Ｌ）

［基準年度からの削減
率］

３４ヒート一驚；畜ごろ１⑤ 跨
１０５
二酸化炭素排出量の
削減
（ｋｇ－Ｃ０２）

［基準年度からの削減
率］

２７０２８３
１二二１

２４
，
，
，

キー◎ キ
ド』よる］

２）廃棄物の発生を減
らし、発生した廃棄物
の再利用及びリサイク
ルに取組みます。

２０１
産業廃棄物の削減
（Ｌ）

［基準年度からの削減
率］

２６８８ＬＩＩＬ。こ
勝 一の回議羅

３）水の使用を節約し
ます。

３０エ
水使用量の削減
（ｍ３）

［基準年度からの削減
率］

５５６１，二半ｉ総ー…『１②鰻
４）注残に対する売上
達成率。

４０１
高効率生産

［毎月変動］

４０１①

作業者－人－人の 習 臨 持つ
蟹欝積する
営業新規開拓

②まだ改善の余地がある（９９～９０％） ①目標を達成していないので、是正処置が必要（９０％未満）

５



圃環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物
茨城県生活環境の保全に関する条例
（騒音規制法） 空気圧縮機

浄化槽法 浄化槽
フロン排出抑制法 エアーコンプレッサー

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

　

環境事務局が２０１９年７月に評価

■ 代表者による見直し

　

ガソリンを気にしないで使用していたが、今回のマネジメントシステムを十分に活用して節約に

　

成功している

　

教育訓練は計画通り実施

　

外部からの苦情・要望はない

　

その他の目標について、達成することができた。

　

エゴアクション２１の基準を遵守し、さらなる改善と価値提供に努めていきます。

２０２４年１２月２０日 代表取締役

　

根岸貴史



作成者：環境管理責任ｉ
制定日：２０１９年８月１日
改定日：２０２４年８月１日

権限表㈱大塚製作所

　

実施体制図及び役割・責任・

　

限表
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表

・環境経宮に関する統括貢ィ士
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定、見直し及び全社員へ周知
・環境目標、環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境活動レポートの承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、営埋
・環境目標・環境活動計画書を毎誌
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・社員に対する教育訓練の実施
・特定された緊急事態への対応のための手順書作成
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・環境活動レポートの確認
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓ロ
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環境管理担当者

・環境管理責任者の補佐
・環境経営システムの実施
・環境方針の周知
・環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・訓練を実施
・問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境管理事務局
・環境活動レポートの作成、公開（事務Ｅ労に備付けと地域事務局への送付）
・訓練を実施した記録の作成
・各実施項目の取りまとめ項目をパソコン入力

全

　　

社

　　

員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加


